











































の職人を雇い入れて作品,u作し,博覧会に出品あるいは販売 していた。幸野楳嶺,岸 竹堂 らに
混 じって竹内栖鳳も画工 として友禅下絵を製作 していた。栖鳳は高島屋意匠部に勤務 していた
ようだ「註D。
当時の高島屋支配人,井 口瀧二郎の回想記事が存在する。




先に述べた 「画工室」 という名称 も同じであるが,高 島屋で下絵を制作 していた日本画家は
画工として扱かわれていたことがわかる。
文面の前半部分は竹堂など明治20年代のことを述べているようだ。岸竹堂は明治30年7月
没 しているので,後 半部分は明治30年以降の栖鳳の立場を指 している,と考え られる。後半
部分では栖鳳の日当が一番高いと述べ,栖 鳳が下絵を描 く第一人者であり,高島屋にとって重














図1竹 内栖鳳 「掛け軸 『光琳風草花図』」高島屋史料館
が,こ とさら 「光琳風」に描いているとも思えない。む しろ,季節 ごとの草花を手本通 りに描
いているように見受けられる。このように栖鳳の友禅下絵の構図,描写内容には栖鳳 らしい特
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徴を持 っていない。即ち,栖鳳が画家としての個性を出さず,注 文通 りの下絵を制作 し納品し
た,と考えるのが合理的ではないか。栖鳳が 「画工」 として扱われ,高 島屋から重要視されて
いなかった時期の制作と想定すべきであろう。






証拠に,あ る時,私 が東上 しての帰 り,東海道の岩淵の駅前の旅宿の二階か ら見たる富士
を成るべ く大 きい絹地に実写 し,それが凡そ一箇月ほどか 丶つた。その実写 した富士山を
飯田新七さんに見せると,これは大層結構だと賞められ,い よいよ細緻な刺繍に着手せ し






明治33年(1900)8月(～34年2月)パリ万国博覧会が開催され,高 島屋 もパ リ万博に出








金 牌 協賛人 飯田藤二郎
同 上 同 上 竹内栖鳳
外 九名
また栖鳳は農商務省,京 都市から命 じられパ リ万博視察のため渡欧 した。詳細な説明は省 く
が,栖 鳳は明治33年11月3日,高島屋のロンドン出張所で大槻龍治(京 都市助役),錦光山宗





「拝啓此英国龍動博物館 も四五箇可大抵縦覧候何 日まで居ても限 りなければ一両日のうち





栖鳳は公務出張でパ リに滞在 してお り,出張目的がパ リ万国博覧会の視察であったにもかか




いたとすれば,う まく説明できる。栖鳳は高島屋の染織商品の制作,販 売のたあに,パ リを中
心に西洋人の趣味を研究するという海外の市場調査を行 っていたと考察 した(註τ)。
栖鳳は明治34年4月に帰国 した。その2カ 月後,京 都で開催 された第7回 新古美術品展で
絵画部,刺 繍部の審査員を務め,(絵画部へ)「獅子」を出品した(註8)。
栖鳳はヨーロッパの動物園でスケ ッチ してきたライオンを描いた。活き活きとしたライオ ン
を写実的表現で描いた点が驚異的であった。金屏風に水墨で描かれた獅子は世に 「金獅子」と
























この作品は海外に売却 されたことも 『高島屋百年史』に明記されている。この点 も栖鳳が先
年パ リ滞在中に高島屋のたあに染織作品の海外販売の調査を行った結果,と 理解することもで
きるのではないだろうか。
刺繍[ラ イオン]大壁掛(図2)を 取 り上げたい。
この作品の所在は確認できていない。『高島屋百年史』掲載写真で見る限 り,ラ イオ ンの表
現 は現在でも違和感がない。当時としては従来の運筆に代って写生によって作品を制作 した栖
鳳の新 しい絵画表現であった。
「刺繍[ラ イオン]大壁掛」のサイズが不詳なので製作に要 した時間はわか らない。大作
「富士山図」 もサイズが不詳であったが,製 作に3年 を要 したという記述があったので,こ の
作品の場合 も下絵を作ったのは2～3年 前 と想定してみたい。そうすると,まさしく帰朝直後
にライオ ンを描いて有名になった時期に相当する。時期的にも先述 した 「金獅子」の有名さか
ら栖鳳の十八番(お はこ)と して刺繍作品の題材に選ばれたと理解出来よう。ついでなが ら,
高島屋が明治37年の聖路易(セ ントルイス)万 国博覧会にも 「ライオン」刺繍画を出品して
いるが,記 録がな く不詳である。
次に取 り上げるのは栖鳳の 「鵜飼」スケッチに関連する刺繍衝立 と屏風である。これらは双
方とも最近公開された。これらの作品を見てゆきたい。
「鵜飼図刺繍衝立」(図3)は作品に付けられた金属製のネーム ・プレー トか ら高島屋が大
正5年 以前に輸出 したものであることが判明する。同じ鵜飼の図柄で 「鵜飼図」屏風一双(図
4)が作 られており,こ ちらは栖鳳の落款印章の特徴か ら制作時期は明治40年頃と推定され
る。




容,即 ち鵜飼舟の表現,鵜 の生態などに共通する表現か ら確認される。
このような絵画作品と刺繍(工 芸)作 品が同じ内容で製作された実例は見出されていない。
現状では貴重な作例であろう。
スケッチ帖,衝立,屏 風の3者の関係は,スケッチ帖か ら発想 して屏風を描き,さ らに衝立
に至る一線的な展開を考えるのか,或 はスケッチから同時に屏風,衝 立へ展開する複線的な展
開を考えるべきなのか,現在の所,決 め手がない。 しかし屏風 衝立を比較検討すれば,両者
の完成度に優劣はない。栖鳳は工芸品だから手を抜き,本画だからしっか りと製作 しているの
ではなく,両者とも同じウエイ トで制作 している,と判断せざるを得ない。この点を強調 して
おきたい。
明治43年(1910),日英博覧会が開催 され,高 島屋は友禅天鷲絨壁掛 「世界三景 雪月花」
三幅対を出品 した。内容は山元春挙下絵 「ロッキー山の雪」,竹内栖鳳下絵 「ベニスの月」,都
路華香下絵 「吉野の桜」の3部作である。世界の三大風景を描 く画家は第5回 勧業博覧会で一
等賞を獲得 した場合と同じ顔ぶれである。




描 くことについて,日 出新聞に感想 も述べている。
都路華香 は韓国以外に海外出張 した経験はな く,今
回の描 く場所は日本の吉野になったようである。
山元春挙,都 路華香はひとまず置いて,栖 鳳の 「べ
図3「 鵜飼図刺繍衝立」AshmoleanMuseumOxford
オ ックスフォー ド大学付属 ア ッシュモ レアン博物館
図5一 τ 竹内栖鳳 「栖鳳スケ ッチ帖No.49」
京都市美術 館
、"帆　袤藷嬲





























で高島屋での仕事は本業を支えるアルバイ ト的な役割とみな して無視す るか,あ るいは極力触
れないできたことである。
栖鳳は大正2年,第7回 文展に 「絵になる最初」を出品 した。女性のモデルが最後の着物を
脱 ぐ直前 に見せた羞恥心を描 く,という内容で世間の注目を集めた。 この作品が制作された遠
因は,栖 鳳が明治43年頃に東本願寺大師堂門天井画を依頼 されたことに始まる。栖鳳は現実
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図4竹 内栖鳳 「鵜飼図」屏m双 の内左隻 王舎城美術寶物館
的な天女が乱舞する様子を描こうとヌー ドモデルを
使って裸体画の研究を始めた。 この天井画の計画に
関連 して,出 来たのが 「絵になる最初」であった。
高島屋はこの画中人物が着ている着物の柄を取出









絵を描 く画工 としての立場か ら刺繍画の監督,或 は
図6「 栖鳳絣」『高島屋百年史』から転載





「パ リを始め,シ カゴ,セ ント・ルイス,ロ ンドンと引続いて萬國博が開かれたのである









それまでの時期の栖鳳 と,この時期の栖鳳の立場は明 らかに相違 している。そこでこの時期
の立場を現代風に 「プロデューサー」と見做 したい。
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栖鳳の名前が画家 として世間に知れ渡 った頃に,高 島屋は栖鳳の作品に描かれた人物が着用
している着物柄 と同じものを実際に製造販売する,というやり方を取った。 この時期には栖鳳
は高島屋の関係者 というよりも,日本画家 としての知名度を優先 したと考えられよう。
明治期後半から大正初期にかけて高島屋 における栖鳳の立場をそれぞれの時期,栖 鳳の立場
作品例,説 明をまとめると次の表のようになる。











































永濱嘉規氏,京 都市産業技術研究所繊維技術センター藤井健三氏,京 都市美術館後藤結美子氏,高 島屋史
料館中川勝治氏,松 原誠氏の皆さんには本論の作成についてお世話になった。記してお礼申しあげたい。
註
註1京 都市美術館 「栖鳳 ・松園 本画 と下絵」展カタログ掲載年譜 平成6年11月





註7拙 論 「明治期京都の染織 と日本画一 高島屋資料を中心にして一 」『デザイン理論41号』2002年
11月
註8京 都市美術館 「栖鳳 ・松園 本画 と下絵」展カタログ 同上
註9「 栖鳳先生あれこれ 中西嘉助」『塔影』昭和15年11月第16巻第11号
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